
３－２ 耐震改修工法の選択① 選択の流れ(例)

・耐震改修工法の選択は 一般的には 軽微な工事で済む改修工法の可能性から検討し

国土交通省・持続可能社会における既存共同住宅ストックの再生に向けた勉強会

・耐震改修工法の選択は、 般的には、軽微な工事で済む改修工法の可能性から検討し、
建物個別の特性を考慮しながら、使用性をできる限り損なわずに耐震性を向上できる工法を
選択する

スタート

早期に破壊する柱の改修 耐震スリット
YES

NO ※早期に破壊する柱の改修を行ったうえで更に補強を施す場合もある
柱巻立て補強

既存そで壁増厚必要補強量

そで壁新設

NO

小

大

※早期に破壊する柱の改修を行ったうえで更に補強を施す場合もある

耐震壁新設使い勝手の変更可能

そで壁新設

既存耐震壁増厚

制震改修の検討
YES NO

ブレース新設

制震改修
（補強個所減）

YESNO

YES NO
外側改修

外側ブレース新設

外側フレーム新設建物周囲に必要な空地がある

制震改修

制震改修の検討

YESNO

YES NO
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免震改修

制震改修
（補強個所減）

※免震クリアランス*1のための空地は必要

*1)免震クリアランス：建物を免震化すると、免震層より上部は地震時に数10cmの大きな変位を生じるため、隣接する建物等と衝突しないように空間が必要となる



３－２ 耐震改修工法の選択② 建物の使用性や生活環境への影響を低減した耐震改修

外側改修工法の採用により 建物の使用性や生活環境 の影響を低減できた実例もある

国土交通省・持続可能社会における既存共同住宅ストックの再生に向けた勉強会

建物の外部に補強部材を取り付けた事例

・外側改修工法の採用により、建物の使用性や生活環境への影響を低減できた実例もある

この事例では方立壁位置に耐震改修部材を新設しており、ベランダが少し狭くなった以外、生活環境への
影響は殆どない

改修前 改修後改修前 改修後

補強部材

外側改修工法を採用するメリ ト

補強部材

外側改修工法を採用するメリット

耐震改修後も居住空間は改修前と変わらない

外側改修工法の制約

般的 耐震壁 増設などと比べると補強効果が小さく 外側改修だけ は目標性能を満足
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一般的に耐震壁の増設などと比べると補強効果が小さく、外側改修だけでは目標性能を満足
できないことがある



３－２ 耐震改修工法の選択③ 建物の使用性や生活環境への影響を低減した耐震改修

・免震改修工法の採用により 建物の使用性や生活環境への影響を低減できた実例もある

国土交通省・持続可能社会における既存共同住宅ストックの再生に向けた勉強会

免震改修を行った施設付き集合住宅の事例

・免震改修工法の採用により、建物の使用性や生活環境への影響を低減できた実例もある

この事例では免震層とした2階 施設階である1階以外は建物使用性への影響は殆どないこの事例では免震層とした2階、施設階である1階以外は建物使用性への影響は殆どない

改修前 改修後 免震装置

免震改修工法を採用するメリット

・免震層より上部は耐震改修後も居住空間は改修前と変わらない

改修前 改修後
(財)日本建築防災協会，「既存鉄筋コンクリート造建築物の免震・制震による耐震改修ガイドライン」より

免震装置

・免震層より上部は耐震改修後も居住空間は改修前と変わらない
・地震による被災リスクが改修前よりも著しく低くなる

免震改修工法の制約

建物周囲の敷地に余裕が必要（免震層が数10 変位する）
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・建物周囲の敷地に余裕が必要（免震層が数10cm変位する）
・新築と異なり、免震装置に作用する力を自由にコントロールできないため、免震層の設計が
困難な場合がある
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